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第48回全国育樹祭が開催されました
▲秋篠宮皇嗣同妃両殿下は、緑の少年団員から説明を受けながら、第48回全国植樹祭などのパネルを御覧になられました

全
国
育
樹
祭　
宮
城
県
初
開
催
！

　

令
和
7
年
10
月
４
日
・
５
日
の
両

日
、
秋あ

き

篠し
の
の

宮み
や

皇こ
う

嗣し

同ど
う

妃ひ

両り
ょ
う

殿で
ん

下か

の
御

臨
席
を
仰
ぎ
、「
次
世
代
へ　

み
ど
り

の
か
け
橋　

森
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ

に
、「
持
続
可
能
な
森
林
づ
く
り
の
継

承
」「
伝
統
と
新
技
術
に
よ
る
木
材
利

用
の
発
信
」「
震
災
の
教
訓
の
伝
承
と

新
た
な
価
値
の
創
造
」
の
３
つ
を
柱

に
、
第
48
回
全
国
育
樹
祭
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

お
手
入
れ
行
事

　

10
月
４
日
、
国
立
花
山
青
少
年
自

然
の
家
南
蔵
王
野
営
場
で
お
手
入
れ

行
事
が
行
わ
れ
、
約
３
０
０
人
が
参

加
し
、
本
市
の
越
河
・
大
平
・
白
川
・

福
岡
・
深
谷
・
小
原
の
み
ど
り
の
少

年
団
約
60
人
は
、
パ
ネ
ル
説
明
、
介

添
え
、
記
念
育
樹
補
助
な
ど
に
参
加
。

お
手
入
れ
で
は
、
平
成
９
年
の
第
48

回
全
国
植
樹
祭
で
、
当
時
の
天
皇
皇

后
両
陛
下
が
お
手
植
え
な
さ
れ
た
ブ

ナ
と
オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
に
、
秋
篠
宮

皇
嗣
同
妃
両
殿
下
に
よ
る
お
手
入
れ

（
枝
打
ち
・
施せ

肥ひ

）
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

全
国
緑
の
少
年
団
活
動
発
表
大
会

　
10
月
４
日
、ホ
ワ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
で
、

全
国
緑
の
少
年
団
活
動
発
表
大
会
が
開

催
さ
れ
、
約
３
０
０
人
が
参
加
。
秋
篠

宮
皇
嗣
同
妃
両
殿
下
が
御
覧
に
な
る

中
、
全
国
か
ら
選
ば
れ
た
緑
の
少
年
団

に
よ
る
日
ご
ろ
の
特
色
あ
る
地
域
活
動

の
発
表
の
ほ
か
、
特
別
講
演
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

式
典
行
事

　
10
月
５
日
、
セ
キ
ス
イ
ハ
イ
ム
ス
ー

パ
ー
ア
リ
ー
ナ
で
、
秋
篠
宮
皇
嗣
同
妃

両
殿
下
の
御
臨
席
を
仰
ぎ
、
式
典
行
事

が
行
わ
れ
、
約
４
千
人
が
参
加
し
、
本

市
の
白
石
第
一
・
大
鷹
沢
の
み
ど
り
の

少
年
団
約
20
人
は
、
三
旗
（
国
旗
・
県

旗
・
国
土
緑
化
推
進
機
構
旗
）
入
場
な

ど
に
参
加
。
式
典
で
は
、
緑
化
等
功
労

者
の
表
彰
や
、
県
内
の
緑
の
少
年
団

か
ら
県
外
の
緑
の
少
年
団
に
苗
木
の

贈
呈
、
ま
た
、
緑
の
少
年
団
の
代
表
に

よ
る
活
動
発
表
や
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

な
ど
が
行
わ
れ
、
皇
嗣
殿
下
は
「
緑
化

活
動
が
今
後
も
多
く
の
人
々
に
支
え
ら

れ
、
一
層
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

１_ブナの枝打ちをされる皇嗣殿下　2_オオヤマザクラの施肥をされる皇嗣妃殿下。施肥に使用された容器は、弥治郎系こけ
し工人の新

にい

山
やま

実
みのる

さんが制作　3_埋め戻しをされる皇嗣殿下　4_団員に笑顔でお声がけされる皇嗣同妃両殿下。お手入れ行事で
は、越河・小原の団員がパネル説明、大平の団員が枝受け取り、白川の団員が鍬

くわ

の受け渡し、福岡の団員が施肥容器の受け渡し、

深谷の団員が鋸
のこぎり

の受け渡しを行いました　5･6_三旗入場。式典行事には、白石第一・大鷹沢のみどりの少年団が参加しました

１２

３４

５６

3 Shiroishi_R7.11 2Shiroishi_R7.11Shiroishi_R7.11




